
〔
一審
判
決
〕

平
成
一
六
年
一
月
二
八
日

岐
阜
地
方
裁
判
所

請
求
却
下
及
び
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

道
路
上
に
設
置
物
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
に
、
行
政
代

執
行
が
認
め
ら
れ
る
要
件
と
し
て
は
、
法
律
に
よ
り
直
接

に
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
法
律
に
基
づ
き
行
政
庁
に
よ
り
命
ぜ

ら
れ
た
行
為
に
つ
い
て
義
務
者
が
こ
れ
を
履
行
し
な
い
場

合
、
他
の
手
段
に
よ
っ
て
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が
著

し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
o前

回
の
事
例
紹
介
で
は
、
道
路
管
理
者
が
占
有
者
に
対

し
て
文
書
及
び
口
頭
に
よ
る
数
度
の
勧
告
を
な
す
に
と
ど

ま
り
本
件
設
置
物
を
撤
去
し
な
か
っ
た
こ
と
が
裁
量
権
を

-≧ ′◆ ,
　

　
　 　 　

逸
脱
し
て
違
法
で
あ
る
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と

さ
れ
た
事
例
を
取
り
あ
げ
た
が
、今
回
の
事
例
紹
介
で
は
、

県
道
建
設
予
定
地
で
あ
り
早
急
に
土
地
の
改
良
工
事
を
行

っ
て
県
道
を
完
成
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
し
て
代
執
行

を
行
っ
た
ケ
ー
ス
で
訴
え
を
提
起
さ
れ
た
事
例
を
紹
介
す

る
。

一
事
薬
の
概
要

本
件
は
、
知
事
が
行
っ
た
戒
告
処
分
に
重
大
な
違
法
事

由
が
あ
る
と
し
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B
が
、
主
位
的
に

同
戒
告
処
分
の
無
効
確
認
を
、
予
備
的
に
そ
の
取
消
し
を

求
め
る
と
と
も
に
、
同
戒
告
処
分
後
に
行
わ
れ
た
行
政
代

執
行
に
よ
り
損
害
が
生
じ
た
と
し
て
、
原
告
ら
が
県
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
る
事
件
で
あ
る
。

1

原
告
ら
の
請
求

①
①

主
位
的
請
求

被
告
岐
阜
県
知
事

(以
下

｢被
告
知
事
｣
と
い
う
。)

が
平
成
一
四
年
二
月
二
人
日
付
け
で
し
た
戒
告
処
分

が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

②

予
備
的
請
求

被
告
知
事
が
平
成

一
四
年
二
月
二
人
日
付
け
で
し

た
戒
告
処
分
を
取
り
消
す
。

②
被
告
岐
阜
県

(以
下

｢被
告
県
｣
と
い
う
。)
は
、

原
告
A
に
対
し
五
、
五
〇
〇
円
、
原
告
B
に
対
し
五
、

0
0
0
円
、
原
告
C
に
対
し
一
、
0
0
0
円
を
支
払

え
。

2

争
い
の
な
い
事
実
等

①
被
告
知
事
は
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
平

成

一
四
年
二
月
二
人
日
付
け
で
、
履
行
期
限
を
同
年

県
道
建
議
予
定
地
内
に
お
い
て
耕
作
物
等
を
撒
轟
し
た

代
執
行
に
つ
い
て
の
違
法
暮
曲
等
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
岐
阜
県
道
戒
告
処
分
取
消
等
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦
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三
月
一
〇
日
と
し
、
本
件
土
地
上
の
工
作
物
及
び
耕
作

物
一
切

(以
下

｢本
件
耕
作
物
等
｣
と
い
う
。)
を
撤

去
す
べ
き
旨
の
処
分

(以
下

｢本
件
戒
告
処
分
｣
と
い

う
。)
を
し
、
そ
の
旨
記
載
し
た
戒
告
書

(以
下

｢本

件
戒
告
書
｣
と
い
う
。)
を
そ
れ
ぞ
れ
の
肩
書
住
所
地

に
送
付
し
た
。

②
被
告
知
事
は
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
平
成

一
四
年
三
月
一
人
日
、
実
施
時
期
を
同
月
二
五
日
か
ら

同
月
二
人
日
と
す
る
代
執
行
令
書

(以
下

｢本
件
代
執

行
令
書
｣
と
い
う
。)
を
発
布
し
た
。

③
被
告
知
事
は
、
平
成
一
四
年
三
月
二
五
日
、
本
件
代

執
行
令
書
に
基
づ
き
、
本
件
土
地
上
の
本
件
耕
作
物
等

を
撤
去
し
た

(以
下

｢本
件
代
執
行
｣
と
い
う
。)。

④
原
告
A
及
び
原
告
B
は
、平
成
一
四
年
四
月
三
〇
日
、

被
告
知
事
に
対
し
、
本
件
戒
告
処
分
に
重
大
な
違
法
が

あ
る
と
し
て
、
そ
の
取
消
し
を
求
め
る
旨
の
異
議
を
申

し
立
て
た
。

◎
被
告
知
事
は
、
平
成
一
四
年
六
月
二
七
日
、
前
項
の

異
議
申
立
て
を
い
ず
れ
も
却
下
し
、
同
月
二
九
日
、
同

却
下
決
定
が
原
告
A
及
び
原
告
B
に
そ
れ
ぞ
れ
送
達
さ

れ
た
。

注

原
告
A
及
び
原
告
B
は
兄
弟
、
原
告
C
は
原
告
A

の
妻
で
あ
る
。

二

主
な
争
点
と
当
事
者
の
主
張

1

主
な
争
点

の

本
件
戒
告
処
分
及
び
本
件
代
執
行
に

違
法
事
由
が
あ
る
か
否
か

①

本
件
戒
告
書
に
定
め
ら
れ
た
履
行
期
限
が
、
行
政

代
執
行
法
三
条
一
項
の

｢相
当
の
履
行
期
限
｣
と
い

え
る
か
否
か
。

②

本
件
戒
告
書
に
お
い
て
、
代
執
行
の
対
象
と
な
る

物
件
が
特
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
否
か
。

③

本
件
代
執
行
が
行
政
代
執
行
法
二
条
の
｢不
履
行

を
放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め

ら
れ
る
｣
と
の
要
件
を
充
た
す
か
否
か
。

②

原
告
ら
の
損
害
の
有
無
及
び
額

2

争
点
印
①

(本
件
戒
告
書
に
定
め
ら
れ
た
履
行
期

限
が
、
行
政
代
執
行
法
三
条
一
項
の

｢相
当
の
履
行
期

限
｣
と
い
え
る
か
)
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張

=

原
告
A
及
び
原
告
B
の
主
張

戒
告
書
に
は

｢相
当
の
履
行
期
限
｣
(行
政
代
執
行
法

三
条
一
項
)
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
、
こ
の

｢相
当
の
履
行
期
限
｣
と
は
、
履
行
義
務

者
に
お
い
て
履
行
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
熟
慮
に
要
す

る
期
間
及
び
履
行
す
る
た
め
に
客
観
的
に
必
要
と
思
わ
れ

る
期
間
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
、

被
告
知
事
は
、
本
件
戒
告
書
が
受
取
拒
否
又
は
受
取
人
不

在
を
理
由
に
原
告
A
及
び
原
告
B
に
送
達
さ
れ
な
い
可
能

性
を
認
識
し
て
い
た
の
に
、
か
か
る
期
間
を
考
慮
せ
ず
、

ま
た
、
原
告
A
及
び
原
告
B
が
本
件
戒
告
書
を
受
け
取
っ

て
か
ら
履
行
す
べ
き
か
否
か
を
熟
慮
す
る
期
間
を
考
慮
し

な
い
で
、
履
行
期
限
を
平
成
一
四
年
三
月
一
〇
日
と
定
め

て
お
り
、
本
件
戒
告
処
分

(平
成
一
四
年
二
月
二
八
日
付

け
)
か
ら
履
行
期
限

(同
年
三
月
一
〇
日
)
ま
で
は
僅
か

一
〇
日
間
で
あ
っ
た
。
現
に
本
件
戒
告
書
は
、
原
告
A
に

は
同
月
六
日
、
原
告
B
に
は
同
月
九
日
に
送
達
さ
れ
た
の

で
あ
り
、
被
告
知
事
の
定
め
た
履
行
期
限
は

｢相
当
｣
な

も
の
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
戒
告
処
分
は
｢相
当
の
履
行
期
限
｣

の
要
件
を
欠
い
て
い
る
。

②

被
告
ら
の
主
張

以
下
の
事
実
か
ら
す
る
と
、
本
件
戒
告
書
に
定
め
ら
れ

た
履
行
期
限
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。

ア

被
告
知
事
は
、
平
成
一
四
年
二
月
二
人
日
に
配
達

証
明
郵
便
で
本
件
戒
告
書
を
発
送
し
て
お
り
、
本
件

戒
告
書
は
、
同
年
三
月
二
日
こ
ろ
に
は
原
告
A
及
び

原
告
B
が
了
知
可
能
な
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
、
本
件

戒
告
処
分
は
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
て
そ
の
こ

ろ
通
知
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

イ

本
件
耕
作
物
等
の
除
去
は
、
一
人
で
作
業
を
し
て

も
、
一
日
で
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
も
の

で
あ
る
。

ウ

被
告
知
事
が
本
件
戒
告
処
分
を
行
う
前
に
、
岐
阜
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県
建
設
事
務
所
長

(以
下
｢建
設
事
務
所
長
｣
と
い

う
に
は
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
｢注
意
書
｣

に
よ
り
、
本
件
土
地
上
の
耕
作
物
等
を
除
去
す
る
よ

う
指
導
し
、
ま
た
、
行
政
手
続
法
三
〇
条
に
よ
り
、

不
利
益
処
分

(耕
作
物
等
の
除
去
)
を
す
る
に
あ
た

っ
て
の
弁
明
の
機
会
を
付
与
す
る
通
知
を
送
付
し
、

さ
ら
に
、
道
路
法
六
六
条
の
立
入
調
査
を
行
い
、
道

路
法
七
一
条
に
基
づ
き
、
原
状
回
復
命
令
書
を
送
付

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
本
件

戒
告
処
分
の
時
点
に
お
い
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B

は
、
上
記
ア
の
配
達
証
明
郵
便
の
内
容
が
本
件
土
地

上
の
耕
作
物
等
の
除
去
を
求
め
る
戒
告
書
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

エ

ア
及
び
ウ
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
原
告
A
及
び
原

告
B
が
任
意
に
本
件
耕
作
物
等
を
除
去
す
る
期
待
可

能
性
は
な
く
、
被
告
知
事
は
、
本
件
戒
告
書
に
定
め

た
平
成
一
四
年
三
月
一
〇
日
を
経
過
し
た
同
月
一
人

日
に
本
件
代
執
行
令
書
を
発
布
し
、
同
月
二
五
日
に

本
件
代
執
行
を
行
っ
て
お
り
、
履
行
期
限
が
短
か
っ

た
こ
と
は
、
原
告
A
及
び
原
告
B
が
任
意
に
本
件
耕

作
物
等
を
除
去
し
な
か
っ
た
こ
と
に
全
く
影
響
を
与

え
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

3

争
点
=
②

(本
件
戒
告
書
に
お
い
て
、
代
執
行
の

対
象
と
な
る
物
件
が
特
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
)

に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張

の

原
告
A
及
び
原
告
B
の
主
張

原
告
ら
が
栽
培
し
て
い
た
耕
作
物
は
、
ネ
ギ
の
他
数
種

類
の
野
菜
で
あ
っ
た
か
ら
、
｢ネ
ギ
等
｣
と
記
載
す
る
だ

け
で
は
、
対
象
物
の
特
定
に
欠
け
る
。

②

被
告
ら
の
主
張

代
執
行
の
対
象
物
件
の
名
称
は
、
そ
の
除
去
命
令
書
、

戒
告
書
及
び
代
執
行
令
書
に
す
べ
て
個
別
具
体
的
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
当
該
物
件
が
代
執
行
の
対
象
と

な
る
こ
と
が
特
定
さ
れ
て
い
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
り
、

｢除
去
命
令
｣
｢戒
告
書
｣
｢代
執
行
令
書
｣
に
お
い
て
、

所
在
地
番
を
明
確
に
し
て
、
｢竹
冊
等
の
工
作
物
及
び
ネ

ギ
等
の
耕
作
物
一
切
｣
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
十
分

に
特
定
さ
れ
て
い
る
。

4

争
点
ゆ
③

(本
件
代
執
行
が
行
政
代
執
行
法
二
条

の

｢不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す

る
と
認
め
ら
れ
る
｣
と
の
要
件
を
充
た
す
か
)
に
つ
い

て
の
当
事
者
の
主
張

の

原
告
A
及
び
原
告
B
の
主
張

行
政
代
執
行
法
二
条
は

｢不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が

著
し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
｣
こ
と
を
代
執
行

の
要
件
と
し
て
い
る
が
、
本
件
土
地
上
の
竹
柵
及
び
ネ
ギ

等
の
耕
作
物
の
存
在
は
、
上
記
要
件
に
該
当
し
な
い
。

②

被
告
ら
の
主
張

ア

本
件
代
執
行
当
時
、
本
件
土
地
は
県
道
善
師
野
多

治
見
線

(以
下

｢本
件
県
道
｣
と
い
う
。)
建
設
予

定
地
で
あ
り
、
以
下
の
と
お
り
、
車
両
の
通
行
の
円

滑
、
安
全
の
確
保
の
上
で
、
早
急
に
本
件
土
地
の
改

良
工
事
を
行
っ
て
本
件
県
道
を
完
成
さ
せ
る
必
要
性

が
あ
っ
た
。

①

本
件
土
地
の
前
後
は
既
に
本
件
県
道
と
し
て
利

用
に
供
さ
れ
て
お
り
、
地
元
住
民
か
ら
本
件
土
地

の
改
良
工
事
に
つ
い
て
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い

た
。

②

本
件
土
地
付
近
で
は
迂
回
路
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、迂
回
路
部
分
で
は
道
路
が
不
自
然
に
曲
が
り
、

道
路
幅
が
狭
く
な
っ
て
お
り
、
自
動
車
運
転
者
に

と
っ
て
不
便
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
危
険
で
も

あ
っ
た
。

③

本
件
土
地
周
辺
の
土
地
改
良
工
事
及
び
道
路
改

良
工
事
に
関
し
て
、原
告
A
及
び
原
告
B
の
父
が
、

被
告
県
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し

て
お
り
、
こ
の
訴
訟
の
係
属
中
は
被
告
県
と
し
て

も
強
制
手
段
を
差
し
控
え
て
い
た
が
、
A
及
び
B

の
父
死
亡
に
よ
り
訴
訟
承
継
し
た
A
及
び
B
の
請

求
を
棄
却
す
る
判
決
が
確
定
し
、
本
件
土
地
に
つ

き
本
件
県
道
改
良
工
事
を
続
け
る
こ
と
の
正
当
性

が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
原
告
A
及
び
原
告
B

は
、本
件
土
地
上
で
野
菜
を
栽
培
す
る
な
ど
し
て
、

道
路
改
良
工
事
へ
の
任
意
の
協
力
が
到
底
期
待
で

き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

イ

原
告
A
と
原
告
B
が
従
前
、
本
件
土
地
を
放
置
し
て
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何
も
植
栽
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
他
に
も
野
菜
作
り

告
C
の
立
会
い
の
下
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
返
還
し
て

地
上
の
耕
作
物
等
の
除
去
義
務
や
代
執
行
受
忍
義
務
が
生

に
適
し
た
土
地
を
有
し
て
い
る
の
に
耕
作
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
等
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
土
地
の
耕
作
は
、
被

告
県
の
本
件
県
道
改
良
工
事
を
妨
害
す
る
目
的
で
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

5

争
点
②

原
告
ら
の
損
害
の
有
無
及
び

額
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張

=

原
告
ら
の
主
張

ア

本
件
代
執
行
に
よ
り
次
の
損
害
が
発
生
し
た
。

①

平
成
一
四
年
一
月
こ
ろ
植
栽
し
た
ネ
ギ
ニ
0
0

本
…
原
告
A
及
び
原
告
B
に
各
五
、
0
0
0
円
の

損
害

②

平
成
一
四
年
三
月
初
旬
に
植
栽
し
た
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー

一
〇
本

…
原
告
A
に
五
〇
〇
円
の
損
害

③

平
成
一
四
年
三
月
初
旬
に
植
栽
し
た
パ
セ
リ
一

〇
本
及
び
レ
タ
ス
一
〇
本

“
原
告
C
に
一
、
0
0

0
円
の
損
害

イ

原
告
C
は
、
本
件
代
執
行
に
立
ち
会
っ
た
の
で
は

な
く
、
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
だ
け
で
、
本
件
耕
作

物
等
の
返
還
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
。

ウ

ネ
ギ
等
は
無
惨
に
も
引
き
抜
か
れ
、
水
も
与
え
ら

れ
ず
、
植
替
え
も
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
、
使
い
物
に

な
ら
な
く
な
っ
た
。

㈱

被
告
ら
の
主
張

本
件
代
執
行
に
よ
り
撤
去
し
た
本
件
耕
作
物
等
は
、
原

お
り
、
原
告
A
及
び
原
告
B
は
こ
れ
を
他
の
土
地
に
再
度

植
栽
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
同
原
告
ら
に

損
害
は
な
い
。

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

主
文

･
本
件
訴
え
の
う
ち
、
被
告
岐
阜
県
知
事
が
行
っ
た
戒
告

処
分
の
無
効
確
認
請
求
及
び
取
消
請
求
に
係
る
訴
え
を

い
ず
れ
も
却
下
す
る
。

･
原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

ー

本
件
戒
告
処
分
の
無
効
確
認
及
び
取
消
請
求
に
つ
い
て

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
主
位
的
に
本
件
戒
告
処
分
の

無
効
確
認
を
、
予
備
的
に
本
件
戒
告
処
分
の
取
消
し
を
求

め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
戒
告
処
分
は
、
原
告
A
及
び
原
告
B

に
本
件
耕
作
物
等
の
除
去
を
命
ず
る
行
政
処
分
で
あ
り
、

こ
れ
が
任
意
に
履
行
さ
れ
な
い
と
き
に
代
執
行
を
行
う
も

の
で
あ
っ
て
、
本
件
代
執
行
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
、
本
件
代
執
行
が
既
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
は
当

事
者
間
に
争
い
が
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
に
お
い
て

は
、
本
件
戒
告
処
分
に
お
い
て
命
ぜ
ら
れ
た
義
務
の
内
容

は
、
い
ず
れ
も
本
件
代
執
行
の
完
了
に
よ
り
実
現
さ
れ
て
、

そ
の
目
的
を
果
た
し
て
お
り
、現
在
又
は
将
来
に
お
い
て
、

本
件
戒
告
処
分
に
よ
っ
て
原
告
A
及
び
原
告
B
に
本
件
土

じ
、
本
件
土
地
上
の
耕
作
物
等
の
除
去
を
強
制
さ
れ
る
お

そ
れ
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
本
件
戒
告
処
分
が
さ
れ
た
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B
が
法
律
上
の
不

利
益
を
受
け
る
お
そ
れ
は
な
い
し
、
本
件
戒
告
処
分
を
取

り
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
被
告
知
事
に
原
状
回
復
義
務
が
生

ず
る
こ
と
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
戒
告
処
分
の
存
在
が
原
告
A
及
び

原
告
B
の
現
在
の
法
律
的
地
位
に
不
安
を
も
た
ら
す
こ
と

は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
本
件
戒
告
処
分
の
無
効
確
認
及
び

取
消
し
を
求
め
る
訴
え
は
、
現
在
で
は
、
も
は
や
訴
え
の

利
益
を
有
し
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

2

原
告
ら
の
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て

の

次
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

ア

本
件
土
地
は
本
件
県
道
予
定
地
で
あ
り
、
平
成
二

年
度
に
本
件
県
道
改
良
工
事
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
平
成
三
年
二
月
、
原
告
B
か
ら
、
本
件

土
地
に
つ
い
て
の
工
事
中
止
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

被
告
県
は
、
そ
の
当
時
は
本
件
土
地
に
工
事
を
す
る

権
原
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、工
事
を
中
止
し
、

本
件
土
地
を
迂
回
し
て
こ
れ
に
対
処
し
た
。そ
の
後
、

平
成
八
年
に
至
り
、
被
告
県
は
本
件
土
地
の
所
有
権

を
取
得
し
た
o

上
記
の
と
お
り
、
本
件
土
地
の
前
後
で
は
既
に
本

件
県
道
が
完
成
し
て
い
た
が
、
本
件
土
地
付
近
は
未



完
成
で
あ
り
、迂
回
路
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

同
迂
回
路
は
、そ
の
前
後
の
道
路
よ
り
道
幅
が
狭
く
、

不
自
然
に
曲
が
っ
て
お
り
、
地
元
住
民
か
ら
は
、
本

件
県
道
の
早
期
完
成
に
つ
い
て
強
い
要
望
が
出
さ
れ

て
い
た
。

イ

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、平
成
一
〇
年
こ
ろ
か
ら
、

本
件
土
地
上
で
ネ
ギ
等
の
耕
作
物
を
栽
培
し
て
お

り
、
周
囲
に
竹
柵
を
設
置
し
、
立
ち
入
り
禁
止
の
札

を
掲
げ
て
い
た
。

ウ

建
設
事
務
所
長
は
、原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、

平
成
一
三
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
本
件
土
地

上
の
耕
作
物
等
の
除
去
及
び
本
件
土
地
の
明
渡
し
を

求
め
る
注
意
書
を
送
付
又
は
交
付
し
た
が
、
い
ず
れ

も
受
領
拒
否
又
は
受
取
人
不
在
等
を
理
由
に
返
送
さ

れ
た
。
な
お
、
上
記
注
意
書
に
は
こ
の
注
意
に
従
わ

な
い
と
道
路
法
七
一
条
一
項
の
命
令
を
行
う
場
合
が

あ
る
旨
記
載
さ
れ
て
い
た
。

エ

建
設
事
務
所
長
は
、
道
路
法
七
一
条
の
除
去
命
令

を
実
施
す
る
た
め
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、

平
成
一
三
年
三

月
一
日
付
け
で
、
履
行
期
限
を
一

一
月
八
日
と
す
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
の
通
知
を
す

る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
後
、
原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
本
件
県
道
工

事
は
違
法
で
あ
り
、
自
力
救
済
を
目
的
と
し
て
本
件

土
地
で
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
旨
記
載
し
た
平
成
一

四
年
一
月
八
日
付
け
の
連
名
の
弁
明
書
を
建
設
事
務

所
長
に
送
付
し
た
。

オ

建
設
事
務
所
長
は
、
道
路
法
七
一
条
に
基
づ
い
て

本
件
耕
作
物
等
の
除
去
命
令
を
行
う
こ
と
と
し
、
原

告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
履
行
期
限
を
平
成
一
四

年
一
月
一
五
日
と
す
る
平
成
一
三
年
三
一月
二
六
日

付
け
の
除
去
及
び
原
状
回
復
命
令
書
を
配
達
証
明
郵

便
で
送
付
し
た
o

力

被
告
知
事
は
、
平
成
一
四
年
二
月
二
八
日
、
行
政

代
執
行
法
三
条
一
項
に
基
づ
い
て
、
原
告
A
及
び
原

告
B
に
対
し
、履
行
期
限
を
同
年
三
月
一
〇
日
と
し
、

同
日
ま
で
に
履
行
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
代
執
行
が

な
さ
れ
る
旨
記
載
し
た
本
件
戒
告
書
を
配
達
証
明
郵

便
で
送
付
し
た
。
な
お
、
本
件
戒
告
書
に
は
、
代
執

行
の
対
象
と
し
て
、
本
件
土
地
上
に
原
告
A
及
び
原

告
B
が
設
置
し
て
い
る

｢竹
桐
等
の
工
作
物
及
び
ネ

ギ
等
の
耕
作
物
一
切
｣
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

キ

平
成
一
四
年
三
月
三

日
、
被
告
県
の
職
員
が
本

件
耕
作
物
等
の
除
去
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
本
件

土
地
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
本
件
耕
作
物
等
は
従
前
の

ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
被
告
知
事
は
、
原
告
A

及
び
原
告
B
に
対
し
、
同
年
三
月
一
八
日
付
け
で
、

実
施
期
間
を
同
月
二
五
日
か
ら
二
八
日
と
す
る
代
執

行
令
書
を
配
達
証
明
郵
便
で
送
付
し
た
。

ク

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
被
告
知
事
に
対
し
、
平

成
一
四
年
三
月
二
〇
日
、
自
力
救
済
の
た
め
に
本
件

土
地
の
耕
作
を
継
続
す
る
旨
記
載
し
た
連
名
の
通
知

書
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
同
通
知
書
は
同
月
二
二
日

被
告
県
に
到
達
し
た
。

ケ

被
告
県
の
職
員
ら
は
、
同
年
三
月
二
五
日
午
前
九

時
こ
ろ
、
代
執
行
宣
言
を
行
っ
て
本
件
代
執
行
を
開

始
し
た
。

○代執行実施までの主な経緯

平成13年 7 月 ~ 9月 耕作物等の除去及び本件土地の明渡しを求める注意書を

送付又は交付

を

付

月12月26日付 除去及び原状回復命令書を送付 (履行期限平成14年 1月

11月 1 日付 道路法71条の除去命令を実施するため、弁明の機会の付

の通知 (履行期限11月 8日)

履行がなされない場合は代執行がなされる旨記載した戒

期

一
(

行
除

付

履

の

送

′[、

を

本件耕作物等の除去状況を確認 (従前のまま)

代執行令書を送付 (実施期間3月25日~ 28日)

3 月25日 9時 代執行宣言を行って代執行を開始
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②

履
行
期
限
の
相
当
性

(争
点
◎
①
)
に
つ
い
て

ア

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
本
件
戒
告
書
に
定
め
ら

れ
た
履
行
期
限
は
わ
ず
か
一
0
日
間
で
あ
り
、
｢相

当
な
履
行
期
限
｣
に
当
た
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

と
こ
ろ
で
、履
行
期
限
が
相
当
で
あ
る
か
否
か
は
、

具
体
的
状
況
に
お
い
て
、
当
該
義
務
の
性
質
及
び
義

務
者
の
具
体
的
事
情
等
を
考
慮
し
て
客
観
的
に
判
断

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
ま
た
、
戒
告
書
は
代
執
行

を
行
う
前
に
義
務
者
の
任
意
の
履
行
を
命
ず
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
相
当
な
履
行
期
限
を
定
め
る
に
当
た

っ
て
は
、
戒
告
書
が
発
布
さ
れ
て
義
務
者
に
到
達
し

て
か
ら
義
務
者
が
履
行
を
完
了
す
る
ま
で
に
社
会
通

念
上
必
要
な
期
間
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

イ

し
か
る
と
こ
ろ
、
原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
本
件

戒
告
処
書
が
原
告
A
に
送
達
さ
れ
た
の
は
平
成
一
四

年
三
月
六
日
で
あ
り
、
原
告
B
に
送
達
さ
れ
た
の
は

同
月
九
日
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
被
告
知
事
は
同
年
二
月
二
人
日
に
本
件

戒
告
書
を
発
送
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
原
告
B
宛
の
本

件
戒
告
書
は
同
年
三
月
二
日
か
ら
受
取
人
不
在
を
理

由
と
し
て
郵
便
局
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
本
件
戒
告
書
は
少
な
く
と
も
同
日
ま
で
に
原

告
B
及
び
原
告
A
に
配
達
さ
れ
た
も
の
と
推
認
さ
れ

る
。そ

し
て
、
原
告
A
は
、
本
件
戒
告
書
の
受
領
を
拒

否
し
、
原
告
B
は
郵
便
局
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
本

件
戒
告
書
の
受
領
手
続
を
と
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ

達
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

る
と
こ
ろ
、
①
同
原
告
ら
は
、
建
設
事
務
所
職
員
か

そ
う
す
る
と
、
本
件
戒
告
書
に
定
め
ら
れ

ら
、
行
政
代
執
行
の
実
施
も
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を

聞
い
て
い
た
こ
と
、
②
建
設
事
務
所
長
は
、
原
告
A

及
び
原
告
B
に
対
し
て
注
意
書
を
送
付
し
た
が
、
同

原
告
ら
は
、
同
注
意
書
が
、
本
件
土
地
上
の
耕
作
物

等
の
除
去
及
び
本
件
土
地
の
明
渡
し
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
、
③
建
設
事
務
所

長
が
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
道
路
法
七
一

条
の
除
去
命
令
を
実
施
す
る
た
め
、
弁
明
の
機
会
付

与
の
通
知
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
同
原
告
ら
は
、
同

所
長
に
対
し
、
弁
明
書
を
提
出
し
た
こ
と
、
④
建
設

事
務
所
長
が
、
原
告
A
及
び
原
告
B
に
対
し
、
本
件

土
地
上
の
耕
作
物
等
除
去
及
び
原
状
回
復
命
令
書
を

送
付
し
た
と
こ
ろ
、
同
原
告
ら
は
こ
れ
を
返
送
し
て

き
た
が
、
封
筒
に
は
、
｢除
去
及
び
原
状
回
復
命
令

書
在
中
｣
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
原

告
ら
は
、
建
設
事
務
所
長
が
本
件
土
地
上
の
耕
作
物

等
の
除
去
及
び
原
状
回
復
命
令
を
発
し
た
こ
と
を
知

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
原
告
A
及
び
原
告
B

は
、
被
告
知
事
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
封
筒
の
中
身

が
本
件
戒
告
書
で
あ
る
こ
と
を
推
察
し
て
、
あ
え
て

受
領
し
な
か
っ
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
お
い
て
は
、
本
件
戒
告
書
は
、
原
告
A
及

び
原
告
B
が
了
知
可
能
な
状
態
に
お
か
れ
た
平
成
一

四
年
三
月
二
日
な
い
し
同
月
三
日
に
同
原
告
ら
に
送

そ
う
す
る
と
、
本
件
戒
告
書
に
定
め
ら
れ
た
履
行

期
限
は
同
月
一
〇
日
で
あ
る
か
ら
、
原
告
A
及
び
原

告
B
に
本
件
戒
告
書
が
到
達
し
て
か
ら
履
行
期
限
ま

で
に
七
日
な
い
し
八
日
間
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ウ

し
か
し
て
、
本
件
戒
告
書
送
付
に
至
る
ま
で
の
経

緯
及
び
本
件
耕
作
物
等
の
除
去
作
業
が
四
、
五
人
の

人
数
で
一
時
間
程
度
で
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
前
記
七
日
な
い
し
八
日
間
は
、
履
行
期
間

(履
行
義
務
者
に
お
い
て
履
行
す
べ
き
か
否
か
に
つ

い
て
熟
慮
に
要
す
る
期
間
及
び
履
行
す
る
た
め
に
客

観
的
に
必
要
と
思
わ
れ
る
期
間
)
と
し
て
相
当
な
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

エ

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
被
告
知
事
は
、
本
件
戒

告
書
の
受
取
拒
否
又
は
受
取
人
不
在
を
理
由
に
原
告

A
及
び
原
告
B
に
送
達
さ
れ
な
い
可
能
性
を
認
識
し

て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
履
行
期
限
に
は
か
か
る
期

間
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
履
行
期
限
は
、
意
思
表
示
が
相
当
な
方

法
で
相
手
方
の
了
知
可
能
な
状
態
に
お
か
れ
る
ま
で

の
期
間
を
考
慮
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
名
宛

人
に
よ
る
受
領
拒
否
は
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
し
、

受
取
人
不
在
を
理
由
と
す
る
到
達
の
遅
れ
は
、
本
件

の
よ
う
な
場
合
で
は
な
く
、
名
宛
人
の
や
む
を
得
な

い
事
情
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
生
じ
た

場
合
に
対
処
す
れ
ば
よ
く
、
事
前
に
こ
の
よ
う
な
事



由
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

件
県
道
が
完
成
し
、
車
両
の
連
行
に
供
さ
れ
て
い
た
が
、

わ
れ
た
事
例
、
今
回
は
代
執
行
を
行
い
違
法
事
由
等
が
争

オ

し
た
が
っ
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B
の
前
記
主
張

本
件
土
地
付
近
は
、

牛
井
乍
勿

子
生
に
よ
り
首

包
と
･
u

又
リ

デ

こ
o
モ
択
テ

、･

リ

は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③
対
象
物
の
特
定

(争
点
の
②
)
に
つ
い
て

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
本
件
戒
告
書
に

｢ネ
ギ
等
｣

と
記
載
す
る
だ
け
で
は
対
象
物
の
特
定
に
欠
け
る
と
主
張

す
る
。

し
か
し
、
代
執
行
の
対
象
と
な
る
物
件
の
特
定
は
、
戒

告
書
に
具
体
的
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
る

の
で
は
な
く
、
戒
告
書
全
体
の
記
載
を
合
理
的
に
解
釈
し

て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
戒
告
書
に

は
、
本
件
土
地
上
に

｢設
置
し
て
い
る
竹
柵
等
の
工
作
物

及
び
ネ
ギ
等
の
耕
作
物
一
切
を
除
去
｣
と
記
載
さ
れ
て
お

り
、
除
去
の
対
象
と
な
る
耕
作
物
は
本
件
土
地
上
の
耕
作

物
一
切
で
あ
っ
て
、
ネ
ギ
以
外
の
耕
作
物
も
含
ま
れ
る
趣

旨
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
除
去
の
対
象
は

本
件
土
地
付
近
は
、
本
件
耕
作
物
等
の
存
在
に
よ
り
道
路

建
設
が
で
き
ず
、
道
幅
の
狭
い
迂
回
路
が
設
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
地
元
住
民
か
ら
本
件
県
道
の
完
成
に
つ
い
て
強

い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
本

件
耕
作
物
等
が
行
政
代
執
行
法
二
条
の
上
記
要
件
に
該
当

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B
の
上
記
主
張
は
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

国

原
告
ら
の
損
害

(争
点
②
)
に
つ
い
て

以
上
の
と
お
り
、
被
告
知
事
に
よ
る
本
件
戒
告
処
分
及

び
本
件
代
執
行
に
は
何
ら
違
法
な
点
は
な
く
、
且
つ
、
被

告
県
の
職
員
ら
は
、
本
件
耕
作
物
等
の
除
去
に
当
た
り
、

野
菜
類
は
再
度
植
栽
で
き
る
よ
う
に
根
に
土
を
付
け
た
状

態
で
丁
寧
に
地
面
か
ら
取
り
、
種
類
別
に
梱
包
し
、
原
告

A
の
自
宅
内
に
運
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
ら
に
、
被

告
県
の
責
め
に
帰
す
べ
き
損
害
は
認
め
ら
れ
な
い
。

わ
れ
た
事
例
を
取
り
あ
げ
た
。
代
執
行
の
必
要
性
の
判
断

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
至
っ
た
際
に
は
、
他
の
手

段
に
よ
っ
て
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
且

つ
そ
の
不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す

る
と
認
め
ら
れ
る
か
を
十
分
検
討
の
う
え
、
代
執
行
ま
で

至
る
場
合
は
勿
論
の
こ
と
、
文
書
及
び
口
頭
に
よ
る
勧
告

そ
の
他
の
手
段
を
執
る
場
合
に
お
い
て
も
、
手
続
に
瑕
疵

が
あ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
参

考
と
さ
れ
た
い
。

特
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

告
県
の
責
め
に
帰
す
べ
き
損
害
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
原
告
A
及
び
原
告
B
の
上
記
主
張
は
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

3

以
上
の
次
第
で
、
原
告
A
及
び
原
告
B
の
、
本
件
戒

㈱

公
益
性

(争
点
=
③
)
に
つ
い
て

告
処
分
の
無
効
確
認
及
び
取
消
請
求
に
係
る
訴
え
は
い

原
告
A
及
び
原
告
B
は
、
本
件
耕
作
物
等
は
、
行
政
代

ず
れ
も
訴
え
の
利
益
が
な
く
不
適
法
で
あ
る
か
ら
却
下

執
行
法
二
条
の

｢不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公

し
、
原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
は
理
由
が
な
い
か
ら
棄

益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
｣
も
の
と
の
要
件
に
該
当
し

却
す
る
こ
と
と
し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

な
い
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
本
件
土
地
は
本
件
県
道
予
定
地
で
あ
っ
た
と

お
わ
り
に

こ
ろ
、
本
件
代
執
行
当
時
、
本
件
土
地
の
前
後
は
既
に
本

前
回
は
代
執
行
を
行
な
わ
ず
裁
量
権
の
違
法
性
等
が
争




